


入力されたバーコードが一覧に

表示される

初めは図書台帳に登録された

全図書が一覧に表示され、それ

がバーコードを読み取るに従い

該当のあった図書が消えてい

く。最終的に図書館の図書を全

て点検したらのこった分が図書
読んだバーコードの内台帳になかった

り、２度以上読んだり文字でなかったりし

たものがこの表に順に表示される。この表

に表示された物は何らかの問題があったも

のです。

●始の状態

●完了した状態 ⇒

表 Ｆ が リ ー ダ ー で 読 み 込 ん だ バ ー コ ー ド 全 て。              

表Ｅがバーコードが当たらなかった全て。表Ｇが問題の

あった全てで、ここで出来ればＥをプリントし後からその

本が出てきた時の確認用にする。又Ｇの中の未登録分を登

録漏れの分に関しては再登録する必要が有る。

＊ポイント●該当の無い本／２度以上読んだ本はそれぞれ音とメッセージが表示されるのでその都度その本が未登録

ならまとめてつんで置き後で登録処理、読み取りエラーなら再度読み取り、複数度なら実際複数読んだのか確認する

必要が有る。

Ｐ．２



                                                Ｐ．３

●蔵書点検引き当て作業が終わればそのページを終わり、初めのページより
廃棄のボタンを押し廃棄作業ページに入って、この点検分の未該当分を蔵書点検による廃棄処理として処理する（廃記

名そうと分る名前を付ければ後から分り易い）  下図参照

●蔵書点検一括処理ボタンを押しチェックする。

                  右図参照→→→→→→→→→→→

●次に下図①廃棄作業／・・ボタンを押す。

●すると廃棄作業ページに下図②蔵書点検分一括処理ボタンが

現れるので押して下さい。

①廃棄作業／・・     ②蔵書点検分一括処理

①を押し、続けて②を押すと下の画面のように切り替わるのでその中の右の表が実際に廃棄の対象でいいのか確認して下

さい。（だめな時は一部分ですたら蔵書点検の作業を終了してからでも通常の廃棄作業として処理可能です）

●確認できたら次のページに進んで下さい。（表の内容が今回の廃棄の対象になります）



Ｐ．４

● 蔵 書 点 検 の 最 終 処 理          

点検分の廃棄作業を進めるために表のデータを、

表を操作したり右の次へ，先頭へ等のボタンを操

作し実際の廃棄対象と確認して下さい。出来たら

〔処理始め（赤字）〕ボタンを押して下さい。処

理データが廃棄処理分として（廃棄作業でバー

コードを当てた本と同じ扱い）処理できるように

なります。

＊図で示します。（下図）

①処理始ボタン 押し

②いろいろとメッセージが現れ

ますが、中止するのでなければ

全て〔ＯＫ〕

③最後に③を押せばいつも廃棄

作業をしている状態に成りま

す。

●③ボタンを押したらいつもの廃棄作業ページの通常の廃棄作業処理状態に成る。ですからこのリスト

に変更を加えれば廃棄内容を変更できますし。当然廃棄完了処理も出来ます。

＃以上で蔵書点検の説明は終わりです。


